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Ⅰ なぜこのテーマで活動をしようと思ったか

・静岡市の防災対策について知ってもらいたい

・防災グッズの使用方法について知ってもらいたい

・災害発生時どのような行動をとればよいか
考えてもらいたい



Ⅱ 実際に活動をしてみた！

①「防災」に関する関係者にインタビュー

→静岡市役所 危機管理課



Ⅲ 活動を通して学んだこと①

＜インタビューを行って分かったこと＞

・ドローンの技術を使っている
・オフロードバイク隊というものがある
・監視カメラシステム
・防災について知ってもらうためにハザードマップを配布した
り、回覧板などに防災に関する記事を載せている
・防災講演会を開いている
・１０代～２０代の防災訓練参加率が全体の１９％であること



→クラスメイトなどにアンケート

②１０～２０代の人にアンケートを実施

Ⅱ 実際に活動をしてみた！



Ⅲ 活動を通して学んだこと②

【設問１】

1年間の間に1回以上地域の防災訓練に

参加しましたか（63件の回答）

いいえ
４９.２%

はい
５０.８%



【設問２】
地域の避難所を知っていますか
（63件の回答）

いいえ
６.３%

はい
９３.７%

Ⅲ 活動を通して学んだこと②



Ⅲ 活動を通して学んだこと②

【設問３】

もし大きな自然災害が起こった際、どのよ
うな方法で情報収集をしますか（63件の回答）

【新聞・ラジオ・テレビ・ＳＮＳ（インターネット）から選択】

テレビ
１５.９%

ラジオ
１５.９%

ＳＮＳ
（インターネット）

６８.３%



Ⅲ 活動を通して学んだこと②

【設問４】
自分で何か防災対策をしていますか

（防災グッズの用意等） （63件の回答）

いいえ
３３.３%

はい
６６.７%



Ⅲ 活動を通して学んだこと②

＜アンケートを行って分かったこと＞

・やはり若い世代は、ＳＮＳから情報収集している
ことがわかった
・防災訓練には参加する人は半々だったが、各
自で対策している人は多い
・避難所を知らないという人がいて驚いた



パンフレットを作成し
多くの方々にお配りする

Ⅴ.今後の活動





・若者の避難訓練の参加率が全体の
１９％ということがわかった。実際に災
害が起きたときに大切になってくるの
は、若い世代の共助だと思う。

・自分が思っている以上に、市は防災
について様々な対策をしていた。

まとめ


